
愛知淑徳大学論集 ―心理学部篇― 第３号 2013 23－28

問題と目的

社会の中で生活する人間は，他者とコミュニケー

ションをはかる場面において，相手の表情からそ

の人の感情状態の推測を行い，視線方向からその

人が見ている物や出来事を推測している。このよ

うに私たちは他者の表情や視線の方向からさまざ

まな情報を得ている。つまり，他者の顔から社会

的情報を読み取ることは，社会相互作用を保つう

えで重要な働きであるといえる。

他者の視線方向への注意に関して，Posner

（1980）の空間手がかりパラダイムを用いて検討

が行われている。例えばFriessen& Kingstone

（1998）は若齢成人を対象に，手がかり刺激とし

て視線を左右に向けた中立顔の図式顔を画面の中

央に呈示し，その後に呈示されるターゲット刺激

に対するキー押し反応時間を調べた。その結果，

視線方向とターゲットの出現位置が一致する場合

（一致条件）には，一致しない場合（不一致条件）

や，視線が正面方向を向いている場合（中立条件）

に比べてターゲットに対する反応が促進されるこ

とが明らかにされた。

さらに，若齢成人を対象に，中立顔の顔写真を

刺激として使用した場合 （Driver,Davis,

Ricciardelli,Kidd,Maxwell,& Baron-Cohen,

1999;千住・長谷川，2001）や，手がかり刺激と

して左右方向へ視線を呈示するときを除き，顔刺

激（中立顔）の瞳を取り除いた状態の図式顔の刺

激を用いた場合でも，視線方向に呈示されたター

ゲットに対する反応が促進されるという報告もあ

る（小川，2002）。この視線による手がかり効果

は，視線手がかり呈示からターゲットの呈示まで

の間隔が150ms以内という短い場合でも生じるこ

と（Friessen&Kingstone,1998;Driveretal.,
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乳幼児期から成人期までは他者の視線方向に対する注意についての研究は多数あるが，高齢成人を対象にその維
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1999;千住・長谷川，2001;小川，2002，Friesen,

Ristic,&Kingstone,2004），視線方向と反対側

にターゲットが出現する確率が高い事態において

も観察されていること（Driveretal.,1999;

Friesenetal.,2004）が明らかになっている。こ

れらの結果より，視線による手がかり効果は自動

的な処理過程に基づいて生起していると考えられ

ている。

また，他者の視線方向に対する注意に関して，

発達的な観点からも研究がなされている。乳児期

について，中立顔の顔写真を用いて平均18.6週の

健康な乳児を対象に行った実験においても，視線

による手がかり効果が生じることが明らかにされ

た（Hood,Willen,&Driver,1998）。

幼児期について郷式（2011）は，保育園の年少

児と年中児（３－５歳児）を対象に，先述した空

間手がかりパラダイムを用いて，視線による手が

かり効果の有無について検討している。その結果，

年中児は視線による手がかり効果が認められたが，

年少児では認められなかった。郷式はこの結果か

ら，他者の視線方向への反射的注意シフト自体は

年少児でも生じているが，ターゲットの定位とい

う意識的な反応に対して，他者の視線が示す方向

への自動的（無意識的）な注意シフトが影響しな

い状態から影響する状態へ３－５歳の間に移行す

ると考察している。すなわち，視線による手がか

り効果という自動的処理自体は，幼少期から人に

備わっていると述べている。

また，Senju,Tojo,Dairoku,& Hasegawa

（2004）は，中立顔の顔写真を刺激に用いて平均

11.1歳の健常な児童と平均10.1歳の自閉症児を対

象に実験を行い，両群共に視線による手がかり効

果が生じたことを報告している。

以上のように，乳児期から成人期を対象とする

他者の視線方向に対する注意についての研究は多

数あり，おおむね人は発達のかなり早い段階から

他者の視線方向に敏感であり，それが加齢に影響

されることなく維持されることを示唆している。

しかしながら，他者の視線方向に対する注意につ

いて，高齢成人を対象に，加齢に伴うその維持や

衰退をとらえた研究はほとんど行われていない。

そこで本研究では，高齢成人と若齢成人を対象に

図式顔の中立顔における視線による手がかり効果

を検証することによって，他者の視線方向に対す

る加齢に伴う注意の特徴を生涯発達的観点から明

らかにすることを目的とする。認知機能の生涯発

達的変化について，自動的な注意シフトにおいて，

若齢期に自動化した過程は高齢期になっても自動

化され維持されるという報告がある（Rogers&

Fisk,1991;Dulaney&Rogers,1994）。これを

考慮すれば，視線による手がかり効果は乳幼児期

から自動的な処理過程に基づいていると考えられ

るため，高齢期になっても維持されていると予測

される。

方 法

実験参加者：Ｎ町シルバー人材センターから派遣

された高齢成人17名（男性８人，女性９人，平均

年齢72.3歳，年齢範囲65～85歳），および若齢成

人20名（Ａ大学の大学生，男性10人，女性10人，

平均年齢21.1歳，年齢範囲20～25歳）が参加した。

いずれの実験参加者も健常な裸眼視力あるいは矯

正視力を持ち，さらにモニタ画面に呈示される刺

激が確認できる人であった。実験参加者に対して

実験の趣旨や参加の自由を説明し，実験に参加す

る場合は参加者から同意書にサインをしてもらっ

た。高齢成人の実験参加者には実験に入る前に

認知機能検査MMSE（MiniMentalState

Examination，森・三谷・山鳥，1985）を行い，

24点以上を獲得した参加者を対象とした（平均得

点26.6点，SD＝1.8）。

要因計画：年齢（２：高齢成人，若齢成人）×

視線とターゲットの一致性（2：一致，不一致）

× SOA（２：300ms，700ms）の３要因計画で

行われた。

刺激：Hietanen& Lepp・nen（2003）の実験３

で使用された中立顔の図式顔を使用した。その図

式顔の図式刺激をFigure1に示す。画面に呈示

された顔の大きさは視角にして縦７°×横5.5°であっ

た。ターゲットとして使用された“Ｔ”の大きさ

は視角にして0.8°×0.8°で，モニタ画面の中心か

ら左右水平方向視角７°の位置に呈示された。実

験参加者とモニタ画面までの距離は60㎝であった。
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装置：刺激は15インチのTFT液晶パネルモニタ

に呈示し，SuperLabProVer.2.04（Cedrus社）

ソフトウェアを用い，刺激呈示の制御とデータ収

集を行った。反応は実験参加者がパソコンのキー

ボードキーを押すことにより収集された。使用す

るキーボートの“/”キーには“１”，“_”キー

には“２”が記入されたシールを貼布した。

手続き：実験は両年齢群共に，大学内の静かな実

験室で個別に行われた。実験者は実験参加者の横

に座り，年齢などの聴取と共にラポールの形成を

行った。各試行では，まず背景色が白色の画面中

央に凝視点の“＋”が300ms間呈示された後，正

面の視線を伴った中立顔が750ms呈示された。そ

の後，視線が左方向か右方向のどちらかに向いた

中立顔が呈示され，SOA300msもしくは700ms

の間隔をおいてターゲットの“T”が顔の右か左

にランダムに呈示された。顔刺激とターゲットは

反応があるまで呈示されたままであり，反応後，

次の試行が開始されるまでに750ms間のインター

バルがとられた（Figure2）。視線方向とターゲッ

トが一致している試行を一致条件，二者が不一致

の試行を不一致条件とし，それぞれ50％の確率で

ランダムに呈示した。最初に呈示される凝視点を

必ず見ることを強調し，中央に呈示されている顔

刺激に注意をしながらターゲットの位置をできる

だけ速く，できるだけ正確に判断してもらうこと，

視線方向はターゲットの位置を予告するものでは

ないことを教示した。反応は実験参加者に利き手

のみで回答することを課した。本研究の実験参加

者は全員右利きであったため，ターゲットが左に

呈示されたら右手の第２指で“１”のシールが貼

布されたキーを，ターゲットが右に呈示されたら

右手の第３指で“２”が貼布されたキーを押すよ

うに教示した。１ブロック内では，視線方向２

（右，左）× ターゲットの呈示位置２（右，左）

× SOA2（300ms，700ms）を組み合わせた８パ

ターンを１ブロック内に４回ずつランダムに呈示

した。本試行では８試行の練習試行の後，１ブロッ

ク32試行を４ブロック合計128試行行われた。な

お，実験参加者が望めば１ブロックごとに休憩を

はさんだ。

結 果

すべての反応から誤答を除外した。また，正答

であっても反応時間が100ms以下か1000ms以上

であった試行は外れ値とし以下の分析から除外し

た。このように分析から除外した試行は，高齢成

人において誤反応試行は全試行数の0.9％，外れ

値は全試行数の1.5％，若齢成人において誤反応

試行は全試行数の0.7％，外れ値は全試行数の0.7

％であった。

Figure3に，各年齢群のSOA条件ごとの平均

反応時間を示した。以下の分析にはPSS11.5ソフ

トウェアを使用した。平均反応時間について，要

因計画に基づき分散分析を行った。その結果，年

齢において主効果がみられ（F（1,35）＝25.47,

p＜.01），高齢成人は若齢成人よりも有意に反応

時間が長いことが明らかとなった。また，視線と

ターゲットの一致性において主効果がみられ

（F（1,35）＝29.05,p＜.01），一致条件は不一致

条件よりも反応時間が短いことが明らかとなった。

SOAにおいて主効果がみられ（F（1,35）＝46.40,

―25―

Figure1 図式顔の刺激
（いずれか１つがモニタ中央に提示される）

Figure2 １試行の流れ
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p＜.01），SOA700msはSOA300msよりも反応

時間が短いことが明らかとなった。

視線とターゲットの一致性×SOAの交互作用

が有意となった（F（1,35）＝24.45,p＜.01）。

そこで，単純主効果の検定を行ったところ，

Figure3からもわかるように，SOA300msでは

一致条件は不一致条件よりも反応時間が短いのに

対して（F（1,35）＝44.20,p＜.01），SOA700m

sでは一致条件と不一致条件で反応時間に差はみ

られなかった（F（1,35）＝1.40,ns）。その他の

交互作用はみられなかった。

考 察

本研究では，高齢成人と若齢成人を対象に，中

立顔における視線による手がかり効果を検証する

ことによって，他者の視線方向に対する加齢に伴

う注意の特徴を検討した。視線とターゲットの一

致性×SOAの交互作用がみられた。さらにSOA

300msにおいて一致条件は不一致条件よりも有意

に反応時間が短いが，SOA700msでは一致条件

と不一致条件の反応時間に差がなかった。これら

の結果は，先行研究（千住・長谷川，2001）の結

果を再現するものである。SOA300msで視線に

よる手がかり効果がみられるがSOA700msで視

線による手がかり効果がみられていないこと，一

致条件と不一致条件の割合が同等であること，実

験参加者に視線方向とターゲットの出現位置に随

伴性がないことを告げてあるにも関わらずに促進

効果が見られたことから，視線による手がかり効

果は自動的に生起するものであることを示唆して

いる。

年齢において主効果がみられ，高齢成人は若齢

成人よりも反応時間が長く，高齢成人においてター

ゲットを検出する時間が遅くなっていることが示

された。このような加齢に伴うパフォーマンスの

低下は，知覚・認知処理だけでなく運動機能も含

めた人間の情報処理に関するあらゆる段階で生じ

るという説がある（Cerella,1990）。しかし，重

要な結果として，年齢と視線とターゲット一致性

の交互作用がみられなかったことから，視線によ

る手がかり効果は年齢間で同程度あることが示唆

された。この交互作用がみられなかったことから，

高齢成人は若齢成人に比べ反応をする際のキーボー

ドを押すという動作そのものが加齢の影響で遅く

なるが，視線に対する知覚・認知処理においては

加齢の影響を受けないことが推測される。今回の

研究において，視線方向に対して自動的に注意を

向ける能力は高齢期になっても維持されているこ

とが示唆され，視線方向に対する注意は加齢によっ

て衰退しないことが明らかとなった。

一般的な認知モデルでは，自動的処理過程は，

反射レベルで惹起する過程のため意図しなくても

起こり，さらに意識的に気づかれることなく完遂

してしまうため，注意資源を消費することが少な

く，そのため加齢の影響をうけにくいと言われる

（Rogers,2004）。視線方向に対する注意はこの自

動的処理過程であると考えられるため，注意資源

を多く必要とする注意課題に比べ加齢による影響

を受けにくい。そのため，高齢期においても視線

による手がかり効果は維持されていると考えられ

る。

さらに，坂田・湯川（2007）や久保（川合）・

坂田（2009）は，生得的もしくは発達初期に獲得

された能力やメカニズムは，高齢期後期まで残存

し，発達後期に獲得されたそれらは，高齢期初期

に衰退し始めるという，いわゆる“first-in/

last-out”現象が注意機能の生涯発達に見られる

と述べている。視線方向に自動的に注意を向ける

能力は乳幼児の段階からすでに作動していること

が示されており（Hoodetal.，1998;Senjuet

al.，2004），視線方向を検出する能力の生涯発達

的観点から，この現象があてはまるのではないか
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Figure3 各年齢群のSOA条件ごとの平均反応時間
（バーは標準誤差を示す）
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と考えられる。

今回の研究において，高齢成人は若齢成人に比

べ反応時間が遅くなるが，他者の視線方向を検出

する能力は，高齢成人においても維持されている

ことが明らかになった。他者の視線方向を検出す

る能力が高齢成人においても維持されていること

は，他者の視線方向に対して迅速に注意を向ける

ことにより，自己の危険や安全といった情報を察

知するためや，他者との社会的相互作用において

視線が重要な役割を果たしているためと考えられ

る。

他者とコミュニケーションをはかる場面におい

て，他者の視線方向からだけでなく，相手の表情

からもその人が見ている物や出来事を推測してい

る。近年では，若齢成人を対象に視線方向と表情

を組み合わせて，表情が視線による手がかり効果

に影響を及ぼすかについて検討する研究も行われ，

表情が視線による手がかり効果に影響を及ぼさな

い結果（Hietanen& Leppanen，2003）と，恐

怖顔において視線による手がかり効果が促進され

る結果が得られている（Tipples，2006；徳永・

宮谷，2010）。しかし，表情の違いが視線による

手がかり効果に及ぼす加齢の影響についての検討

はほとんど行われていないため， 今後検討して

いく必要がある。
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